


IGES-JISE 公開研究会 

「自然とヒトとのつながりを考える」 
 

＜開催趣旨＞ 

近年、とりわけアジア・アフリカ地域では、森林の減少・劣化が急速に進み、かつて普通に見られた

ヒトの営み（生業）とともに、本来そこに生育・生息していた野生生物が消滅するなど、さまざまな現

状が指摘されています。その背景には、森林の違法伐採、過度の焼畑農業、無秩序な土地利用、過放牧、

自然災害、住民の貧困など、さまざまな自然的／社会的要因が関係しています。いま一度、人間活動か

らもたらされる環境への負荷を考慮すると同時に、自然から発せられるシグナルを読み解き、持続可能

な“自然とヒトとの関係”を模索することが必要と考えられます。そこで、今回の研究会では、「自然

とヒトとのつながりを考える」と題し、生物資源管理や森林保全に取り組む２名の演者から日頃の成果

や話題を提供いたします。 

第一部では、植生生態学や植物資源管理の分野で国際的にご活躍の埼玉大学教育学部の荒木祐二氏を

お招きし、「カンボジア・トンレサップ湖の浸水林植生とヒトのかかわり」について話題を提供してい

ただきます。第二部では、地球環境戦略研究機関（IGES）や国際協力機構（JICA）との協働で実施され

た調査活動の報告を兼ね、IGES-国際生態学センターの研究員が「ラオス北部における村落住民のくら

しと森」について話題を提供いたします。 

この研究会を通して身近な地域から世界へと視野を広げ、ヒトと自然との良き関係を模索するきっか

けとなれば幸いです。多くのみなさまのご来場をお待ちしております。 

 

招待講演 演者紹介 

  

荒木 祐二 氏（埼玉大学 教育学部 技術教育講座 准教授） 

東京大学アジア生物資源環境研究センター特任研究員（2008-2009 年）、同大学同センター特任助教

（2009-2010 年）、横浜国立大学教育人間科学部産学連携研究員（2010-2011 年）を経て、現職。博士（環

境学）。専門分野は植物生態学・環境マネジメント。2004 年よりカンボジアの調査に参画し、トンレサッ

プ湖氾濫原の植生調査と住民の植物資源利用調査に取り組む。論文・著書には、「熱帯湖岸生態系の植生学

的研究と持続的マネジメント－カンボジア・トンレサップを例に－」（技術マネジメント研究 vol. 8, 2009

年）ほか、生態・環境・植生・カンボジアに関するものが多数ある。 

 

 

会場案内 

横浜市社会福祉センター 大会議室８Ｆ [ＪＲ／市営地下鉄桜木町駅より徒歩２分] 

（横浜市中区桜木町 1-1 横浜市健康福祉総合センター８階） 

 

 

 


